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主論文の題名

Investigation of hypertensive arteriopathy-related and cerebral amyloid 

angiopathy-related small vessel disease scores in patients from a memory 

clinic: a prospective single-centre study 

主論文の要旨

【目的】脳小血管病 (smallvessel disease, (SVD)における画像上の重症度評価指標

として、高血圧と関連する HypertensiveArteriopathy (HA)-SVDスコ アと脳アミロ

イド血管症 (cerebralamyloid angiopathy, (CAA)を反映する CAA-SVDスコアの 2

つが報告されている。前者は知的機能と相関するとの報告があるが、後者に関する報

告はない。今回、軽度認知障害(mildcognitive impairment, (MCI)および軽度認知症

患者を対象とし、両スコアと認知機能との関連を検討した。さら に、 CAAとの関連

が示されている皮質微小梗塞 (Corticalmicroinfarction, (CMI)や後方艇位の白質病

変を項目に追加した ModifiedCAA-SVDスコアを新たに作成し、認知機能との関連

を検討した。

【方法】対象は、 2017年 2月~2019年 7月に当院脳神経内科で MCI・軽度認知症と

診断され、 ClinicalDementia Rating (CDR)の施行と脳 MagneticResonance 

Imaging (MRI) (3Tesla, (3T)-MRIで fluid-attenuatedinversion-recovery、double

inversion recovery、susceptibility-weightedimaging、Tlweighted image、T2

weighted image)の撮像が可能であった 42名 (75.3土9.12歳）である。認知機能評価

として知的機能、記憶、前頭葉機能、構成機能を評価した。各 SVDスコアを従属変

数、認知機能を独立変数として線形回帰分析を行った。 また、 ModifiedCAA-SVD 

スコアは白質病変定量解析ソフト FUSIONで白質病変容積を定量化し、後方優位の

白質病変を測定、さ らに CAAに起因する CMIを評価項目に加えて検討した。

【結果】CAAの臨床診断を目 的に開発された ModifiedBoston criteria (ver 1. 5)では

42例中 13例 (30.9%)が possibleCAA、11例 (26.1%)が probableCAAに該当した。

認知機能評価の結果、 CDR0.5 (MCI)は 30例で内 20例が健忘型 MCIであった。

また、 CDR1.0 (軽度認知症）が 12例で、内 10例がアルッハイマー型認知症

(Alzheimer disease, AD)であ った。

HA-SVDスコアは回帰式が成立せず (R2=0.41、p=0.35)、モデルの適格性を示す



Akaike's information criterion (AIC)は 122.493であった。 一方、 CAA-SVDスコア

は回帰式が成立し (RZ=0.63、p=0.016)、AICは 104.269、有意差がある神経心理検

査は 3/11項目であった。さらに、 ModifiedCAA-SVDスコアでも回帰式が成立し

(R2=0.65、p=0.008)、AICは 103.43、有意差がある神経心理検査は 4/11項目であっ

た。 ModifiedCAA-SVD scoreは、決定係数の値が最も大きく、有意差のある項目数

が最も多かった。さらに AICが小さく予測性が最も良いという結果であった。

【考察】CAAの画像所見の特徴として脳葉型微小出血や脳表ヘモジデリン沈着症、半

卵円中心の血管周囲腔拡大、広範白質病変があり、 CAA-SVDscoreは評価項目とし

てこれら 4項目を含んでいる。さらに、 CMIや白質病変の後方艇位分布も CAAの特

徴であるため、本研究では CMIと白質病変の後方優位性を CAA-SVDスコアの評価

項目に追加した修正スコアについても検討した。認知機能に関する既報告では、微小

出血の数は認知機能低下に関連する(GregoireSM , et al. Stroke, 2013)、半卵円中

心の血管周囲腔拡大は記憶と負の相関がある(Huijtset al., Current Neurovascular 

Research, 2014)との報告があり、 CAA-SVDscoreとModifiedCAA-SVD scoreは、

認知機能と関連がある項目が多いため本試験の結果につながったものと考えられた。

健忘型 MCIはADに移行しやすいとされている。 CAAは ADの約 8割に認められる

病理所見であり、 ADと CAAには密接な関連が示されている。本研究の対象患者は

健忘型 MCIや ADが多いことから、 CAA-SVDscoreとModifiedCAA-SVD scoreが

ADの病理背景を反映して認知機能低下と関連した可能性が考えられた。

【結論） MCI・軽度認知症患者には CAA-SVDスコアでの評価が適している 。

また、 ModifiedCAA-SVDスコアはより有用性の高い指標となる可能性があ

る。




